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最近脳神経外科方面：c於ては ster＇回taxic の方式どより寝床ら一書E~己主委す 6方法が安委されている
が，手術侵襲の小なる点，句史の適確なる点から最も有力之外見町除宅街乞三りつつえる．これらら
手術効果が適確なる所以は痛みのみならず苦を除くことにある．
4. ホ＇~モン療法
三L特．前立腺癌IC性ホ午モンが有効であり，除痛ら実主挙がるここ 1-;!;'t・ζ7空知ら事実〈二三コたが乳
癌の場合閉経前ならば男性ホルモン．閉経後なるほ女性三，モンぞ空弔するらが原員Jcされて唇り，
前立腺l乙対しては女性ホルモンカi用いられる．甲状線癌及こFそρξ移ら弓合こ：，まず三校援に，全易j
出を実施しだ後psiを投与する． 向甲状腺：：：.吃モンら作用；こよって~'i'多重要φI1罰委主率ζ土言語され
るため， ここに psiが集中するからである．かくて転移性重湯よりζこる雲竺苓毒事二有効三る場合力：
生ずる．示 Yレモン依存性癌lζ対し外科的；三1-J:卵巣t;:;r;余，副腎描除1ぞ7:r:二われて天竺三zルモンの産生
を抑え，除皐術；こより男性ホルモンの産牛ぞ抑制一更Jこ之号鼻竺；こ下重住石室委iこよりミ竺号室三0＇・そ
ンの分泌を抑止する試みが行なわれてI.）る．半田 肇教授の毒告でぷ下室「玄疋妻、三極めて安全且つ確
実lこ末期手L癌の苦痛を除き，ま三相当の治療効果モ宅待L得るといよ．同じ三宮で弓芙全立腹癌C)末
期痛；こもきをtりそ期待し得るのではあるまいか
